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漢
文
学
習
の
す
ゝ
め

●
國
學
院
大
學
文
学
部
教
授

赤
井
益
久
（
あ
か
い
・
ま
す
ひ
さ
）

一　

漢
文
学
習
の
意
義

　

言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、「
国
語
」
は
「
言
葉
」
を

教
え
る
教
科
で
あ
る
。

　

こ
れ
も
ま
た
自
明
の
こ
と
で
あ
る
が
、「
言
葉
」
は
概
念
の
把

握
や
物
事
の
認
識
を
つ
か
さ
ど
る
。
し
た
が
っ
て
、
観
念
形
成

や
倫
理
秩
序
の
理
解
に
不
可
欠
で
あ
り
、
感
情
や
思
想
は
言
葉
に

よ
っ
て
表
明
さ
れ
、
人
間
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
主
要

な
手
段
と
な
る
。
人
間
に
と
っ
て
生
き
る
上
で
の
も
っ
と
も
大
切

に
し
て
根
底
に
関
わ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
の
教
育
が
、
い
ま
軽

視
さ
れ
て
い
る
。

　

中
等
教
育
か
ら
高
等
教
育
に
か
け
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
叫
ば
れ

て
い
る
が
、
国
際
化
は
同
時
に
自
己
の
文
化
へ
の
深
い
理
解
の
上

に
立
脚
す
る
こ
と
を
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
同
時
に
言
語
活
動

は
、
国
際
化
と
い
う
空
間
に
広
が
る
だ
け
で
は
な
く
、
時
間
軸
に

も
広
が
っ
て
い
る
こ
と
に
も
思
い
を
致
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

古
典
教
育
は
そ
の
意
味
で
、
じ
つ
に
効
果
的
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
た
い
。
自
国
の
文
化
理
解
と
言
う
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
文
学

や
歴
史
、
古
今
の
生
活
へ
の
理
解
を
通
し
て
は
じ
め
て
地
に
着
い

た
知
識
と
な
る
。
ま
た
、
対
他
的
か
つ
批
判
的
視
点
を
も
っ
て
み

ず
か
ら
を
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
、
は
じ
め
て
相
互
理
解
が
か
な

う
。
古
典
教
育
と
し
て
の
「
古
文
」「
漢
文
」
は
、
そ
の
教
材
の

宝
庫
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

　

受
験
科
目
か
ら
漢
文
を
な
く
せ
ば
受
験
生
が
増
え
る
と
い
っ
た

迷
信
は
、
日
本
人
が
生
き
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
ぬ
言
語
活
動

の
歴
史
性
と
対
他
的
認
識
を
学
ぶ
機
会
を
生
徒
諸
君
か
ら
奪
っ
た

の
で
あ
る
。
ま
た
、
実
際
の
日
常
に
は
役
に
立
た
ぬ
と
い
う
謬
見

は
、
お
そ
ら
く
浅
薄
狭
隘
な
言
語
観
に
よ
る
も
の
で
、
我
々
の
使

用
す
る
言
語
そ
の
も
の
は
す
で
に
悠
久
な
歴
史
と
数
多
の
蓄
積
の

上
に
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
現
在
の
我
々
を
取
り
巻
く
卑
近
な
言
語
活
動
の

み
に
注
意
を
奪
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
広
く
古
典
に

視
野
を
広
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
逆
に
相
補
的
な
効
果
を
期
待
で
き

る
の
で
あ
り
、
迂
遠
な
道
の
り
に
見
え
て
じ
つ
は
捷
径
な
の
で
あ
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る
。

二　

古
文
学
習
と
の
連
携
お
よ
び
文
法
の
要
点

　

古
典
の
時
間
数
が
削
減
さ
れ
て
い
く
中
、
効
果
的
な
学
習
計
画

を
立
て
る
必
要
が
あ
る
。

　

漢
文
は
中
国
の
文
語
文
を
わ
が
国
の
古
典
文
法
に
従
っ
て
読
む

方
法
で
あ
る
か
ら
、
古
文
の
学
習
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
互

い
に
効
果
を
期
待
で
き
る
。
具
体
的
な
例
を
挙
げ
れ
ば
、
三
省
堂

『
新
編
国
語
総
合
』
に
よ
り
古
文
で
学
習
す
る
助
動
詞
を
示
す
と

三
十
二
あ
り
、こ
の
う
ち
漢
文
学
習
で
学
ぶ
べ
き
は
、受
け
身「
る
・

ら
る
」、
使
役
「
し
む
」、
打
ち
消
し
「
ず
」、
完
了
「
た
り
」、
推

量
「
む
（
ん
）」、
断
定
「
た
り
・
な
り
」、
伝
聞
推
定
「
な
り
」、

比
況
「
ご
と
し
」
の
ほ
ぼ
十
で
あ
り
、
若
干
の
出
入
り
が
あ
っ
て

も
古
文
学
習
の
三
分
の
一
は
漢
文
学
習
で
頻
出
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
古
文
学
習
と
連
携
す
る
こ
と
で
そ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
相
違
や

語
感
を
効
率
的
に
学
習
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

漢
文
は
、
い
っ
た
ん
定
着
す
る
と
そ
の
読
み
方
が
踏
襲
さ
れ
る

傾
向
に
あ
る
。
使
役
の
「
す
・
さ
す
」
は
使
用
例
が
ご
く
少
な
く
、

音
読
さ
れ
る
サ
変
型
動
詞
は
「
し
む
」
に
集
約
さ
れ
る
傾
向
に
あ

る
。
漢
字
音
の
音
読
動
詞
の
多
用
は
日
本
語
語
彙
を
飛
躍
的
に
増

や
し
た
。
サ
変
型
動
詞
は
漢
文
学
習
で
マ
ス
タ
ー
し
た
い
。
受
け

身
構
文
は
動
作
者
と
被
動
者
の
違
い
を
漢
文
で
は
明
確
に
意
識
す

る
。「
為
人
（
人
と
な
り
）」
の
「
為
」
の
意
味
を
解
釈
す
る
際
に
、

古
文
の
「
た
り
・
な
り
」
の
知
識
は
お
お
い
に
参
考
に
な
る
。

　

ま
た
、漢
文
で
は
主
格
の「
が
」は
登
場
せ
ず
、所
有
格
の「
が
」

だ
け
が
現
れ
る
。
副
助
詞
は
「
の
み
」（
限
定
）「
す
ら
」（
抑
揚
）

「
ま
で
」（
範
囲
）「
ば
か
り
」（
程
度
）
が
用
い
ら
れ
、
そ
の
他

の
用
例
は
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
再
読
文
字
は「
未
」「
将
」「
当
」

「
応
」「
宜
」「
須
」「
猶
」「
蓋
」
の
八
つ
で
あ
り
、
本
来
の
中
国

語
と
し
て
は
一
字
を
二
度
読
む
わ
け
で
は
な
い
。
い
わ
ゆ
る
陳
述

の
副
詞
を
助
動
詞
と
共
に
把
握
し
た
先
人
の
語
感
は
鋭
い
も
の
が

あ
り
、
例
え
ば
「
未
」
を
「
い
ま
だ
〜
（
せ
）
ず
」
と
し
て
読
ん

だ
解
釈
は
い
わ
ゆ
る
時
間
副
詞
を
意
識
し
た
打
ち
消
し
で
、
過
去

に
遡
っ
て
否
定
し
て
い
る
語
感
が
よ
く
分
か
る
。「
将
」
も
「
ま

さ
に
〜
（
せ
）
ん
と
す
」
と
解
釈
し
た
の
も
動
作
の
進
行
や
状
態

を
よ
く
言
い
表
し
て
い
る
。

　

文
法
的
な
事
項
は
、
基
本
文
型
は
五
つ
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
主

語
＋
述
語
」
構
造
、
述
語
が
目
的
語
を
取
る
「
述
語
＋
目
的
語
」

構
造
の
理
解
を
す
る
の
が
基
本
で
あ
る
。
句
法
的
に
は
否
定
形
↓

使
役
形
↓
受
け
身
形
↓
疑
問
・
反
語
形
↓
仮
定
形
↓
比
較
形
↓
抑

揚
・
累
加
形
へ
と
進
む
と
効
果
的
で
あ
る
。
使
役
と
受
け
身
は
、

あ
る
動
作
を
上
下
の
方
向
性
か
ら
見
た
場
合
、
上
か
ら
下
に
及
ぶ

の
が
使
役
、
下
か
ら
見
た
場
合
が
受
け
身
と
な
る
。
目
前
の
事
柄
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を
前
提
に
そ
れ
を
否
定
し
て
強
調
す
る
反
語
は
、
中
国
人
の
好
む

言
い
方
で
あ
る
。

三　

漢
文
学
習
の
方
法

　

朗
読
の
多
用
と
「
辞
書
引
き
」
作
業
を
勧
め
た
い
。

　

漢
文
の
文
献
が
わ
が
国
に
舶
載
さ
れ
、
そ
の
受
容
を
通
し
て
日

本
語
の
表
記
の
定
着
に
漢
文
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
こ
と

は
す
で
に
自
明
な
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
語
の
形
成

過
程
に
お
い
て
は
、
和
文
脈
の
み
な
ら
ず
漢
文
脈
が
そ
の
発
展
形

成
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
そ
の
リ
ズ
ム
や
語
感
を
体
得
す
る
こ
と

は
、
今
日
の
言
語
活
動
に
大
い
に
資
す
る
も
の
が
あ
ろ
う
。
不
慣

れ
を
恐
れ
る
必
要
は
な
い
。
国
語
の
修
得
は
、
反
復
練
習
に
あ
る
。

　

発
語
は
言
語
活
動
の
基
盤
で
あ
る
と
同
時
に
、
呼
吸
は
句
切
れ

と
密
接
に
関
係
す
る
。
日
常
言
語
と
異
な
る
古
典
語
に
親
し
む
こ

と
に
よ
っ
て
、
抽
象
的
で
高
次
の
言
語
活
動
に
慣
れ
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
ず
は
教
師
が
二
度
ゆ
っ
く
り
と
範
読
し
、
の
ち
段
落
ご

と
に
斉
読
す
る
と
良
い
。「
あ
に
…
せ
ん
や
」「
…
す
る
あ
た
は
ず
」

「
…
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
」
な
ど
の
言
い
方
に
慣
れ
る
。
や
が
て
意

味
と
リ
ズ
ム
が
合
致
す
る
よ
う
に
し
た
い
。

　
「
辞
書
引
き
」
作
業
の
効
能
は
三
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
作
業
で

あ
る
の
で
個
人
の
能
力
を
基
本
的
に
問
わ
な
い
。
二
つ
目
は
電
子

辞
書
に
は
な
い
一
覧
性
が
、
漢
字
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
認
識
し
、
部

首
や
漢
字
構
成
に
つ
い
て
全
体
的
構
造
的
な
理
解
を
得
や
す
い
。

ま
た
、
辞
書
に
よ
っ
て
得
た
文
法
的
な
知
識
は
、
記
憶
す
る
際
に

合
理
的
な
説
明
に
よ
れ
ば
忘
れ
に
く
い
。

　

た
と
え
ば
、『
新
編
国
語
総
合
』の
漢
文
教
材
に
出
て
く
る「
是
」

は
、① 

「
是
亦
走
也
。（
是
も
亦
た
走
る
な
り
）」（
五
十
歩
百
歩
）

②
「
何
日
是
帰
年
。（
何
れ
の
日
か
是
れ
帰
年
な
ら
ん
）」（
杜
甫
、

絶
句
）③ 

「
疑
是
地
上
霜
。（
疑
ふ
ら
く
は
是
れ
地
上
の
霜
か
と
）」

（
李
白
、
静
夜
思
）
④
「
匡
廬
便
是
逃
名
地
。（
匡
廬
は
便
ち
是

れ
名
を
逃
る
る
の
地
）」（
白
居
易
、
香
炉
峰
下
新
卜
山
居
草
堂
初

成
偶
題
東
壁
）
⑤
「
自
是
之
後
、
客
皆
服
。（
是
よ
り
の
後
、
客

皆
服
す
）」（
鶏
鳴
狗
盗
）
の
五
例
で
あ
り
、
三
省
堂
『
全
訳
漢
辞

海
』
を
調
べ
て
み
る
と
、
①
⑤
が
代
名
詞
で
あ
っ
て
「
人
・
事
物
・

時
間
・
場
所
」
な
ど
を
示
す
。
②
③
④
は
、
断
定
・
判
断
を
し
め

す
動
詞
で
あ
り
、「
繋
辞
（
け
い
じ
）。
肯
定
判
断
を
表
し
、
英
語

のbe

動
詞
に
相
当
す
る
。」
と
説
明
し
て
い
る
。
同
じ
「
こ
れ
」

「
こ
の
」
と
訓
じ
て
も
、「
之
」「
此
」
に
は
後
者
の
意
味
は
な
い
。

　

古
典
教
育
は
国
語
教
育
の
一
環
と
し
て
、
若
人
の
言
語
活
動
の

重
要
な
育
成
を
担
っ
て
い
る
。
け
っ
し
て
看
過
す
べ
き
で
は
な
く
、

軽
視
す
べ
き
で
は
な
い
。




